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内
閣
支
持
率
は

危
険
値
を
は
る
か

に
超
え
て
、
首
相

以
下
の
閣
僚
の
顔

つ
き
が
「
吉
兆
」
の
経
営
陣

み
た
い
に
な
っ
て
も
不
思
議

で
な
い
の
に
、
首
相
も
官
房

長
官
も
開
き
直
っ
て
な
の
か

生
ま
れ
つ
き
な
の
か
、
平
然

と
見
え
る
。

　

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
も
名
称
変

更
な
ん
か
で
収
ま
る
訳
が
な

く
、
見
直
し
ど
こ
ろ
か
全
面

撤
回
論
さ
え
あ
り
得
る
状
況

で
あ
る
。

　

日
本
中
の
医
療
機
関
が
休

診
に
し
て
講
習
会
を
や
っ
た

時
間
と
労
力
の
損
失
は
、
誰

も
金
に
換
算
し
な
い
。
保
険

改
悪
の
も
た
ら
す
混
乱
は
現

場
に
矛
盾
を
抱
え
た
ま
ま
で

の
急
速
対
応
を
押
し
付
け
、

肝
心
の
問
題
点
を
棚
上
げ
し

て
時
を
推
移
さ
せ
て
し
ま
う
。

　

混
乱
は
責
任
者
が
責
任
逃

れ
の
時
を
稼
ぐ
好
期
に
利
用

さ
れ
、
さ
ら
な
る
改
悪
へ
の

反
対
勢
力
の
力
を
削
ぐ
。

　

古
く
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世

が
徳
川
幕
府
支
援
で
国
内
問

題
の
回
避
を
試
み
た
よ
う

に
、
未
曾
有
の
死
者
を
出
し

つ
つ
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ

イ
ク
ロ
ン
被
害
も
四
川
大
地

震
も
、
為
政
者
に
は
民
族
主

義
を
煽
っ
て
政
権
を
固
め
る

好
機
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

230人が駆け付けた国会内集会の様子
＝５日、衆議院第１会館内 　　　　

高
く
、
歯
科
医
療
費
を
１
年

で
７
０
０
億
円
も
削
減
し
た

06
改
定
か
ら
回
復
で
き
な
い

　

協
会
は
、
08
年
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
や
受
け
止
め
を
調
査
し
改
善
す
る
た
め
、
会
員
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
調
査
方
法
は
、
協
会
開
業
医
会
員
の
３
割
（
１
０
４
２
人
）
を
無

作
為
抽
出
、
無
記
名
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
方
式
（
一
部
記
述
式
）、
調
査
期
間
は
５
月
21
日
～

同
27
日
の
７
日
間
。
回
答
数
は
２
５
８
人
、
回
収
率
は
24
・
７
％
。

歯
科
医
院
の
姿
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
。
今
次
改
定
が
歯

科
医
療
危
機
に
さ
ら
な
る
追

い
討
ち
を
か
け
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
08
年
改
定
で
は
、

診
療
報
酬
本
体
が
若
干
プ
ラ

ス
改
定
と
さ
れ
た
が
、
１
件

あ
た
り
の
点
数
が
「
上
が
っ

改
革
の
基
本
は
、
府
民
に

「
痛
み
」
を
押
し
付
け
、
開

発
は
温
存
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　

今
後
、
維
新
案
は
７
月
臨

時
議
会
で
予
算
案
に
反
映
さ

れ
る
。
協
会
は
、
府
民
の
命

と
健
康
を
守
る
立
場
か
ら
、

４
医
療
費
助
成
の
削
減
反
対

の
署
名
を
中
心
に
、
橋
下

「
改
革
」
の
撤
回
を
求
め
て

い
く
。

施
策
２
４
５
億
円
を
削
減
。

建
設
事
業
費
は
75
億
円
、
人

件
費
は
３
４
５
億
円
そ
れ
ぞ

れ
カ
ッ
ト
す
る
。

　

削
減
撤
回
を
求
め
て
協
会

も
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る

４
医
療
費
助
成
は
、
今
年
度

は
継
続
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
「
来
年
度
の
削
減
実
施

を
め
ど
に
市
町
村
と
協
議
」

と
な
っ
て
お
り
、
予
断
の
許

さ
な
い
状
況
が
続
く
。
橋
下

知
事
は
、
私
学
助
成
の
大
幅

削
減
や
子
育
て
支
援
関
係
事

　

大
阪
歯
科
協
会
か
ら
は
、

永
田
悦
夫
・
山
上
紘
志
両
副

理
事
長
、
寺
嶋
洋
幸
・
矢
部

あ
づ
さ
両
理
事
、
小
山
榮
三

理
事
・
相
談
役
、
宮
本
辰
雄

・
古
田
光
行
両
監
事
、
事
務

局
ら
10
人
が
参
加
し
た
。

　

面
談
し
た
柳
本
卓
治
議
員

（
自
民
・
衆
）
は
、「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は
、
政
府
・

与
党
は
国
民
が
納
得
で
き
る

説
明
を
す
べ
き
。
低
所
得
の

人
や
お
年
寄
り
が
安
心
し
て

受
診
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
は
政
治
の
責
任
で
あ
り
、

要
請
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
賛

同
す
る
」
と
要
請
へ
の
理
解

を
示
し
た
。
自
主
共
済
の
適

用
除
外
に
つ
い
て
は
、「
保

険
業
法
の
適
用
除
外
を
求
め

る
請
願
」
署
名
２
７
７
筆
の

紹
介
議
員
を
引
き
受
け
た
。

　

長
安
豊
議
員（
民
主
・
衆
）

は
、「
政
府
は
さ
ま
ざ
ま
な

軽
減
策
を
講
じ
る
と
し
て
い

る
が
、
適
用
さ
れ
る
の
は
長

く
て
２
年
程
度
、
総
選
挙
に

向
け
て
の
選
挙
対
策
で
し
か

な
い
。
こ
の
よ
う
な
制
度
は

廃
止
さ
せ
る
し
か
な
い
」

と
、
制
度
の
廃
止
に
向
け
て

全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
強

調
。
同
議
員
に
は
「
保
険
業

法
の
適
用
除
外
を
求
め
る
請

願
」
署
名
を
１
０
５
筆
、「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止

・
撤
回
を
求
め
る
請
願
」
署

名
４
４
６
３
筆
を
託
し
た
。

　

吉
井
英
勝
議
員
（
共
産
・

衆
）
に
は
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
中
止
・
撤
回
を
求

め
る
請
願
」
署
名
９
４
７
７

回
を
求
め
る
国
会
内
集
会
」

を
開
い
た
。
全
国
か
ら
会
場

に
溢
れ
ん
ば
か
り
の
２
３
０

人
が
参
加
し
、
医
療
現
場
や

地
域
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

か
ら
、
同
制
度
の
中
止
・
撤

回
に
む
け
て
の
切
実
な
思
い

が
結
集
し
た
。
集
会
で
は
４

野
党
の
国
会
議
員
33
人
が
、

国
会
審
議
の
合
間
に
駆
け
付

け
た
。

　

「
野
党
４
党
が
足
並
み
を

そ
ろ
え
、
み
な
さ
ん
の
期
待

に
こ
た
え
た
い
」「
今
の
局

面
は
み
な
さ
ん
の
運
動
の
成

果
。
一
緒
に
最
後
ま
で
追
及

し
た
い
」
な
ど
、
参
加
し
た

国
会
議
員
ら
は
連
帯
の
挨
拶

を
次
々
と
寄
せ
た
。

中
止・
撤
回
求
め
要
請

与
党
議
員
か
ら
も
賛
意
の
声

　中国製技工物について、作りが粗悪なも
のや基準値の倍を上回る鉛が検出されるな
どが報告されています。
　協会・保団連は、海外技工の実態を把握
し、対策を立てるために、「海外技工物に
ついての緊急調査」に取り組んでいます。
ご協力をお願いします。（本号同封の調査
用紙をＦＡＸでご返信下さい）

海外技工物に関する
緊急調査への協力お願い

た
」
の
は
９

・
３
％
に
過

ぎ
な
い
。
ま

た
「
分
か
ら

な
い
」
も
13

・
２
％
あ
っ

た
。

業
の
廃
止
、
各
文
化
施
設
の

廃
止
や
補
助
縮
小
な
ど
で
、

府
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
を

図
る
。

　

一
方
で
、
安
威
川
・
槇
尾

川
両
ダ
ム
は
、
先
送
り
す
る

も
の
の
「
事
業
継
続
は
妥

当
」
と
し
、
箕
面
森
町
や
彩

都
計
画
も
「
中
止
」
と
い
う

文
字
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

大
き
な
反
対
運
動
に
よ

り
、
35
人
学
級
の
廃
止
な
ど

の
実
施
が
見
送
ら
れ
る
な
ど

の
見
直
し
も
あ
る
が
、
橋
下

　

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
宇

沢
弘
文
氏
や
、
厚
労
省
前
で

72
時
間
の
座
り
込
み
行
動
を

し
て
い
る
後
期
高
齢
者
の
代

表
・
西
垣
洋
一
氏
ら
も
、
制

度
の
問
題
点
を
口
々
に
指
摘

し
、
廃
止
の
必
要
性
を
訴
え

た
。
ま
た
、
全
国
12
地
区
の

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
か
ら

賛
同
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

大
阪
歯
科
協
会
か
ら
矢
部

あ
づ
さ
理
事
が
発
言
し
、

「
歯
科
の
現
場
で
も
年
金
天

引
き
が
不
安
で
医
療
を
手
控

え
る
人
が
出
て
き
て
い
る
。

お
年
寄
り
を
不
安
に
さ
せ
る

よ
う
な
制
度
は
、
中
止
・
撤

回
し
か
な
い
」
と
述
べ
、
参

加
者
の
連
帯
に
よ
る
さ
ら
な

る
運
動
の
発
展
を
促
し
た
。

府
民
に「
痛
み
」
開
発
は
温
存

大 阪 維 新
プログラム案

（締め切りは６月23日）

87
・
２
％
と
、
圧
倒
的
多
数

が
医
科
並
み
の
初
・
再
診
料

を
求
め
て
い
る
。
今
次
改
定

で
２
点
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ

た
が
、
現
場
の
意
見
と
は
乖

離
し
て
い
る
。
医
科
と
歯
科

の
差
別
的
初
・
再
診
料
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

保
団
連
・
協
会
は
、「
今

次
改
定
が
歯
科
医
療
危
機
を

打
開
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
の
見
解
を
示
し
た
が
、
本

調
査
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
る

も
の
と
な
っ
た
。

化
さ
れ
た
が
、
厚
労
省
の
方

向
は
、
現
場
の
歯
科
医
師
と

大
き
く
乖
離
し
て
い
る
。

　

ま
た
初
・
再
診
料
は
ど
れ

く
ら
い
が
適
当
か
と
の
設
問

で
は
「
医
科
並
み
（
初
診
料

２
７
０
点
、再
診
料
57
点
）」

　

保
険
点
数
の
配
分
で
は
、

「
技
術
料
（
特
掲
診
療
料
）

に
配
分
す
べ
き
」
が
最
も
多

く
55
・
０
％
、
次
い
で
「
基

本
診
療
料
（
初
・
再
診
料
）

に
配
分
す
べ
き
」
が
35
・
７

％
、「
管
理
料
に
配
分
す
べ

き
」
１
・
６
％
、「
そ
の
他
」

が
１
・
２
％
、「
無
効
・
無

回
答
」が
６
・
６
％
あ
っ
た
。

　

08
改
定
で
は
、
医
学
管
理

が
歯
科
疾
患
管
理
料
に
一
本

　

橋
下
徹
・
大
阪
府
知
事
は

５
日
、
１
１
０
０
億
円
の
収

支
「
改
革
」
を
図
る
財
政
再

建
策
「
大
阪
維
新
プ
ロ
グ
ラ

ム
案
」（
維
新
案
）
を
発
表

し
た
。
府
民
サ
ー
ビ
ス
を
大

幅
に
切
り
捨
て
る
一
方
で
、

大
型
開
発
は
温
存
す
る
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

試
案
（
Ｐ
Ｔ
案
）
と
大
本
で

は
変
わ
ら
ず
、
府
民
に
大
き

な
「
痛
み
」
を
強
い
る
こ
と

に
な
る
。
維
新
案
で
は
、
府

民
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
る
一
般

し
て
き
た
運
動
の
成
果
。
さ

ら
に
国
民
の
声
を
集
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ

た
。（
要
請
先
一
覧
は
５
面
）

筆
を
提
出
し
て
要
請
。
同
議

員
は
、「
野
党
４
党
が
廃
止

法
案
を
出
せ
た
の
は
、
協
会

・
保
団
連
な
ど
世
論
を
動
か

　

医
療
団
体
連
絡
会
議
（
保

団
連
・
民
医
連
・
日
生
協
医

療
部
会
・
医
労
連
な
ど
６
団

体
で
構
成
）
は
５
日
、
衆
議

院
第
１
会
館
内
で
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤

　

野
党
４
党
が
提
出
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
法

案
」
が
参
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
可
決
さ
れ
た
５
日
、
協
会
・

保
団
連
は
①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤
回
②
新
保
険

業
法
に
お
け
る
自
主
共
済
の
適
用
除
外―

―

な
ど
を
求
め
て
、

大
阪
選
出
の
衆
・
参
国
会
議
員
に
要
請
し
た（
関
連
５
面
）。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

無効・無回答

大変悪かった

悪かった

どちらとも言えない

良かった

大変良かった

改定の評価

0.8％

22.1％

35.3％

32.2％

8.9％

0.8％

0.0％

78.8％

17.9％

2.6％

0.0％

0.0％
前回
今回

４月の保険請求で１件あたり
の点数はどう変化しましたか

分からない,
13.2％

変わらない,
36.0％

下がった,
41.1％

上がった,9.3％ 
無効・無回答,0.4％

　

改
定
の
評
価
で
は
、「
悪

か
っ
た
」
35
・
３
％
、「
大

変
悪
か
っ
た
」
22
・
１
％
、

一
方
、「
良
か
っ
た
」
８
・

９
％
、「
大
変
良
か
っ
た
」

０
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」

が
32
・
２
％
あ
っ
た
。「
悪

い
」
と
の
評
価
が
57
・
４
％

と
過
半
数
を
大
き
く
超
え
て

お
り
、
一
方
、「
良
い
」
と

の
受
け
止
め
は
１
割
に
満
た

な
い
。

　

前
回
の
改
定
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
悪
い
」
と
の
評
価

が
96
・
７
％
（「
悪
か
っ

た
」
17
・
９
％
、「
大
変
悪

か
っ
た
78
・
８
％
」）
と
06

改
定
の
異
常
ぶ
り
を
示
し
た

が
、
今
回
も
依
然
と
し
て
会

員
の
受
け
止
め
は
厳
し
い
。

　

レ
セ
プ
ト
１
件
あ
た
り
の

点
数
で
は
、「
下
が
っ
た
」

41
・
１
％
と
、
06
改
定
以
降

さ
ら
に
点
数
の
落
ち
込
む
会

員
が
４
割
を
超
え
て
い
る
。

ま
た
「
変
わ
ら
な
い
」
と
の

回
答
も
36
・
０
％
と
割
合
が

08　
改　
定

ア
ン
ケ
ー
ト

06改定から回復できず
１件当
点　数「下がった」41％、「変わらない」36％

「
悪
い
」が
過
半
数

超
え
57
・
４
％

歯
科
医
療
危
機
に

追
い
討
ち

点
数
配
分
は

技
術
料
に

４
医
療
費
助
成
は
今
年
度
継
続

後期高齢者
医 療 制 度

駆け付け連帯の挨拶

国会内集会に議員33人


